
(57)【要約】

【課題】建物の冷暖房効率を高め、快適な住環境を提供

する。

【解決手段】建物１０と該建物１０が建設される地盤１

５との間を断熱するための断熱性を有する材料からなる

断熱部材１であって、前記地盤１５の上部の少なくとも

前記建物１０が建設される部分に敷設される第１断熱部

４と、該第１断熱部４の周縁部から下方に垂下されて、

先端が前記地盤１５の凍結深度よりも深い位置まで達し

、少なくとも前記建物１０が建設される前記地盤１５の

部分の周囲を囲む第２断熱部５とを有し、前記第１断熱

部４又は前記第２断熱部５の表裏面のうち、少なくとも

前記第２断熱部５の表裏面には熱反射性を有する材料か

らなる反射層３が積層されている。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 建 物 と 該 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 と の 間 を 断 熱 す る た め の 断 熱 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 断
熱 部 材 で あ っ て 、
 前 記 地 盤 の 上 部 の 少 な く と も 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 部 分 に 敷 設 さ れ る 第 １ 断 熱 部 と 、 該
第 １ 断 熱 部 の 周 縁 部 か ら 下 方 に 垂 下 さ れ て 、 先 端 が 前 記 地 盤 の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま
で 達 し 、 少 な く と も 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 前 記 地 盤 の 部 分 の 周 囲 を 囲 む 第 ２ 断 熱 部 と を 有
し 、 前 記 第 １ 断 熱 部 又 は 前 記 第 ２ 断 熱 部 の 表 裏 面 の う ち 、 少 な く と も 前 記 第 ２ 断 熱 部 の 表
裏 面 に は 熱 反 射 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 反 射 層 が 積 層 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 断 熱 部
材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 断 熱 部 及 び 前 記 第 ２ 断 熱 部 は 、 断 熱 性 を 有 す る 樹 脂 材 か ら 形 成 さ れ る と と も に
、 前 記 反 射 層 は 、 熱 反 射 性 を 有 す る 金 属 材 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 断 熱 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 建 物 と 該 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 と の 間 を 断 熱 す る た め の 断 熱 工 法 で あ っ て 、
　 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 前 記 地 盤 の 部 分 に 、 断 熱 性 を 有 す る 材 料 か ら な る シ ー ト 状 の 第 １
断 熱 部 と 、 該 第 １ 断 熱 部 の 周 縁 部 か ら 下 方 に 垂 下 さ れ る 断 熱 性 を 有 す る 材 料 か ら な る シ ー
ト 状 の 第 ２ 断 熱 部 と 、 前 記 第 １ 断 熱 部 又 は 前 記 第 ２ 断 熱 部 の 表 裏 面 の う ち 、 少 な く と も 前
記 第 ２ 断 熱 部 の 表 裏 面 に 積 層 さ れ る 熱 反 射 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 反 射 層 と か ら な る 断 熱
部 材 を 配 置 し て 、 前 記 地 盤 の 上 部 の 少 な く と も 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 部 分 に 前 記 第 １ 断 熱
部 を 敷 設 し 、 前 記 第 ２ 断 熱 部 を 前 記 地 盤 の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 到 達 さ せ 、 該 第 ２
断 熱 部 に よ っ て 少 な く と も 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 の 部 分 の 周 囲 を 囲 み 、 こ の 後 に 、 前
記 第 １ 断 熱 部 の 上 部 に 前 記 建 物 の 基 礎 を 構 築 し 、 該 基 礎 の 上 部 に 建 物 本 体 を 構 築 す る こ と
を 特 徴 と す る 断 熱 工 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 断 熱 部 及 び 前 記 第 ２ 断 熱 部 は 、 断 熱 性 を 有 す る 樹 脂 材 か ら 形 成 さ れ る と と も に
、 前 記 反 射 層 は 、 熱 反 射 性 を 有 す る 金 属 材 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
に 記 載 の 断 熱 工 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 断 熱 部 材 及 び 断 熱 工 法 に 関 し 、 特 に 、 建 物 と 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 と の 間 を
断 熱 す る た め の 断 熱 部 材 及 び 断 熱 工 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 冬 季 に 地 盤 が 凍 結 す る 地 域 に お い て は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 地 盤 １ ５ が 凍 結 と
融 解 と を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 建 物 １ ０ に 不 同 沈 下 が 生 じ る 虞 が あ る た め 、 建 物 １ ０ を 建
設 す る 場 合 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 建 物 １ ０ の 基 礎 １ １ を 凍 結 深 度 （ 冬 季 に 凍 結
す る 地 盤 １ ５ の 深 度 ） よ り も 深 い 位 置 に 設 け る こ と が 条 令 等 で 定 め ら れ 、 建 物 １ ０ の 不 同
沈 下 の 発 生 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 凍 結 深 度 は 、 本 州 で は 数 十 ｃ ｍ 、 北 海 道 で は １ ｍ 程 度 に 定 め ら れ て い る た め 、
建 物 １ ０ を 建 設 す る 場 合 に は 、 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 地 盤 １ ５ を 掘 り 起 こ し 、 そ の
掘 り 起 こ し た 部 分 に 図 ５ に 示 す よ う な 布 基 礎 １ １ や 図 ６ に 示 す よ う な べ た 基 礎 １ １ を 構 築
し 、 こ の 基 礎 １ １ の 上 部 に 建 物 本 体 １ ２ を 構 築 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ６ ０ ８ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 地 盤 １ ５ を 凍 結 深 度 よ り も 深 く 掘 り 起 こ す こ と に よ っ て 残 土 の 量 が 多 く な る た
め 、 残 土 処 理 の 費 用 が 嵩 ん で し ま う 。 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う な 布 基 礎 １ １ の 場 合 に は 、 建
物 １ ０ と 地 盤 １ ５ と の 間 の 断 熱 、 地 盤 １ ５ か ら 建 物 １ ０ へ の 湿 気 の 侵 入 防 止 等 の 対 策 に 非
常 に 手 間 が か か り 、 そ の 費 用 が 高 く 付 い て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ６ に 示 す よ う な べ た 基 礎 １ １ の 場 合 に は 、 べ た 基 礎 １ １ の ス ラ ブ の 上 部 に 更
に 建 物 １ ０ の 床 を 構 築 し な け れ ば な ら な い た め 、 施 工 費 が 高 く つ い て し ま う 。 さ ら に 、 地
盤 １ ５ と の 接 触 面 積 が 大 き い た め に 耐 久 性 が 低 下 す る と と も に 、 結 露 の 発 生 に よ り カ ビ が
発 生 す る 問 題 も 生 じ る た め 、 そ の 対 策 に も 費 用 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 建 物 を 建 設 す る 場 合
に 、 地 盤 を 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 掘 り 起 こ す 必 要 は な く 、 残 土 処 理 に 要 す る 手 間 と
費 用 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る と と も に 、 建 物 と 地 盤 と の 間 を 容 易 に か つ 安 価 な 費 用
で 断 熱 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 地 盤 か ら の 湿 気 に よ っ て 耐 久 性 が 低 下 し た り 、 結 露 の 発
生 に よ っ て カ ビ が 発 生 す る よ う な こ と が な い 、 断 熱 部 材 及 び 建 物 の 断 熱 工 法 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 以 下 の よ う な 手 段 を 採 用 し て い る 。
　 す な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 建 物 と 該 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 と の 間 を 断 熱 す る た
め の 断 熱 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 断 熱 部 材 で あ っ て 、 前 記 地 盤 の 上 部 の 少 な く と も 前 記 建
物 が 建 設 さ れ る 部 分 に 敷 設 さ れ る 第 １ 断 熱 部 と 、 該 第 １ 断 熱 部 の 周 縁 部 か ら 下 方 に 垂 下 さ
れ て 、 先 端 が 前 記 地 盤 の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 達 し 、 少 な く と も 前 記 建 物 が 建 設 さ
れ る 前 記 地 盤 の 部 分 の 周 囲 を 囲 む 第 ２ 断 熱 部 と を 有 し 、 前 記 第 １ 断 熱 部 又 は 前 記 第 ２ 断 熱
部 の 表 裏 面 の う ち 、 少 な く と も 前 記 第 ２ 断 熱 部 の 表 裏 面 に は 熱 反 射 性 を 有 す る 材 料 か ら な
る 反 射 層 が 積 層 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 断 熱 部 材 に よ れ ば 、 建 物 と 地 盤 と の 間 は 、 そ れ ら の 間 に 介 装 さ れ る 第 １ 断
熱 部 に よ っ て 断 熱 さ れ る と 共 に 、 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 の 部 分 は 、 そ の 周 囲 を 囲 む 第 ２ 断
熱 部 に よ っ て 第 ２ 断 熱 部 の 外 側 の 地 盤 と 断 熱 さ れ 、 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 が 凍 結 深 度 よ
り も 深 い 位 置 の 地 盤 の 温 度 と 略 同 一 温 度 に 保 持 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ 断 熱 部 の 表 面 の 反 射
層 に よ っ て 地 表 か ら の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 の 部 分 に 伝 達 す
る の が 阻 止 さ れ 、 裏 面 の 反 射 層 に よ っ て 建 物 か ら の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部
の 内 側 の 地 盤 か ら 第 ２ 断 熱 部 を 介 し て そ の 外 側 に 伝 達 す る の が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 断 熱 部 材 で あ っ て 、 前 記 第 １ 断 熱 部 及 び 前 記
第 ２ 断 熱 部 は 、 断 熱 性 を 有 す る 樹 脂 材 か ら 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 反 射 層 は 、 熱 反 射 性
を 有 す る 金 属 材 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 断 熱 部 材 に よ れ ば 、 建 物 と 地 盤 と の 間 は 、 そ れ ら の 間 に 介 装 さ れ る 断 熱 性
を 有 す る 樹 脂 材 か ら な る 第 １ 断 熱 部 に よ っ て 断 熱 さ れ る と 共 に 、 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 の
部 分 は 、 そ の 周 囲 を 囲 む 断 熱 性 を 有 す る 樹 脂 材 か ら な る 第 ２ 断 熱 部 に よ っ て 第 ２ 断 熱 部 の
外 側 の 地 盤 と 断 熱 さ れ 、 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 が 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 の 地 盤 の 温 度
と 略 同 一 温 度 に 保 持 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ 断 熱 部 の 裏 面 の 熱 反 射 性 を 有 す る 金 属 材 か ら な
る 反 射 層 に よ っ て 地 表 か ら の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 の 部 分 に
伝 達 す る の が 阻 止 さ れ 、 裏 面 の 熱 反 射 性 を 有 す る 金 属 材 か ら な る 反 射 層 に よ っ て 建 物 か ら
の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 か ら 第 ２ 断 熱 部 を 介 し て そ の 外 側 に
伝 達 す る の が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 建 物 と 該 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 と の 間 を 断 熱 す る た め の 断 熱 工
法 で あ っ て 、 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 前 記 地 盤 の 部 分 に 、 断 熱 性 を 有 す る 材 料 か ら な る シ ー
ト 状 の 第 １ 断 熱 部 と 、 該 第 １ 断 熱 部 の 周 縁 部 か ら 下 方 に 垂 下 さ れ る 断 熱 性 を 有 す る 材 料 か
ら な る シ ー ト 状 の 第 ２ 断 熱 部 と 、 前 記 第 １ 断 熱 部 又 は 前 記 第 ２ 断 熱 部 の 表 裏 面 の う ち 、 少
な く と も 前 記 第 ２ 断 熱 部 の 表 裏 面 に 積 層 さ れ る 熱 反 射 性 を 有 す る 材 料 か ら な る 反 射 層 と か
ら な る 断 熱 部 材 を 配 置 し て 、 前 記 地 盤 の 上 部 の 少 な く と も 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 部 分 に 前
記 第 １ 断 熱 部 を 敷 設 し 、 前 記 第 ２ 断 熱 部 を 前 記 地 盤 の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 到 達 さ
せ 、 該 第 ２ 断 熱 部 に よ っ て 少 な く と も 前 記 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 の 部 分 の 周 囲 を 囲 み 、 こ
の 後 に 、 前 記 第 １ 断 熱 部 の 上 部 に 前 記 建 物 の 基 礎 を 構 築 し 、 該 基 礎 の 上 部 に 建 物 本 体 を 構
築 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 断 熱 工 法 に よ れ ば 、 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 の 部 分 に 断 熱 部 材 を 配 置 し 、 断
熱 部 材 の 第 １ 断 熱 部 を 地 盤 の 上 部 の 少 な く と も 建 物 が 建 設 さ れ る 部 分 に 敷 設 し 、 第 ２ 断 熱
部 を 地 盤 の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 到 達 さ せ て 、 第 ２ 断 熱 部 に よ っ て 建 物 が 建 設 さ れ
る 地 盤 の 部 分 の 周 囲 を 囲 み 、 こ の 状 態 で 第 １ 断 熱 部 の 上 部 に 建 物 の 基 礎 を 構 築 し 、 基 礎 の
上 部 に 建 物 本 体 を 構 築 す る こ と に よ り 、 建 物 と 地 盤 と の 間 に 断 熱 部 材 が 介 装 さ れ る 。 そ し
て 、 建 物 と 地 盤 と の 間 は 、 そ れ ら の 間 に 介 装 さ れ る 第 １ 断 熱 部 に よ っ て 断 熱 さ れ る と 共 に
、 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 の 部 分 は 、 そ の 周 囲 を 囲 む 第 ２ 断 熱 部 に よ っ て 第 ２ 断 熱 部 の 外 側
の 地 盤 と 断 熱 さ れ 、 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 が 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 の 地 盤 の 温 度 と 略
同 一 温 度 に 保 持 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ 断 熱 部 の 表 面 の 反 射 層 に よ っ て 地 表 か ら の 熱 が 反 射
さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 の 部 分 に 伝 達 す る の が 阻 止 さ れ 、 裏 面 の 反 射 層
に よ っ て 建 物 か ら の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 か ら 第 ２ 断 熱 部 を
介 し て そ の 外 側 に 伝 達 す る の が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 断 熱 工 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ 断 熱 部 及 び 前 記
第 ２ 断 熱 部 は 、 断 熱 性 を 有 す る 樹 脂 材 か ら 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 反 射 層 は 、 熱 反 射 性
を 有 す る 金 属 材 か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 断 熱 工 法 に よ れ ば 、 建 物 と 地 盤 と の 間 は 、 そ れ ら の 間 に 介 装 さ れ る 断 熱 性
を 有 す る 樹 脂 材 か ら な る 第 １ 断 熱 部 に よ っ て 断 熱 さ れ る と 共 に 、 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤 の
部 分 は 、 そ の 周 囲 を 囲 む 断 熱 性 を 有 す る 樹 脂 材 か ら な る 第 ２ 断 熱 部 に よ っ て 第 ２ 断 熱 部 の
外 側 の 地 盤 と 断 熱 さ れ 、 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 が 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 の 地 盤 の 温 度
と 略 同 一 温 度 に 保 持 さ れ る 。 さ ら に 、 第 ２ 断 熱 部 の 表 面 の 熱 反 射 性 を 有 す る 金 属 材 か ら な
る 反 射 層 に よ っ て 地 表 か ら の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 の 部 分 に
伝 達 す る の が 阻 止 さ れ 、 裏 面 の 熱 反 射 性 を 有 す る 金 属 材 か ら な る 反 射 層 に よ っ て 建 物 か ら
の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 か ら 第 ２ 断 熱 部 を 介 し て そ の 外 側 に
伝 達 す る の が 阻 止 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 断 熱 部 材 及 び 断 熱 工 法 に よ れ ば 、 建 物 と 地 盤 と の 間 は
、 そ れ ら の 間 に 介 装 さ れ る 第 １ 断 熱 部 に よ っ て 断 熱 さ れ る と 共 に 、 建 物 が 建 設 さ れ る 地 盤
の 部 分 は 、 そ の 周 囲 を 囲 む 第 ２ 断 熱 部 に よ っ て 第 ２ 断 熱 部 の 外 側 の 地 盤 と 断 熱 さ れ 、 第 ２
断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 が 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 の 地 盤 の 温 度 と 略 同 一 温 度 に 保 持 さ れ る 。
さ ら に 、 第 ２ 断 熱 部 の 表 面 の 反 射 層 に よ っ て 地 表 か ら の 熱 が 反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断
熱 部 の 内 側 の 地 盤 の 部 分 に 伝 達 す る の が 阻 止 さ れ 、 裏 面 の 反 射 層 に よ っ て 建 物 か ら の 熱 が
反 射 さ れ て 、 そ の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 の 地 盤 か ら 第 ２ 断 熱 部 を 介 し て そ の 外 側 に 伝 達 す
る の が 阻 止 さ れ る 。 従 っ て 、 冬 季 に は 、 凍 結 し た 地 盤 か ら の 低 温 の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側
に 侵 入 す る の を 防 止 で き 、 夏 季 に は 、 灼 熱 し た 地 盤 か ら の 高 温 の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 の 内 側 に
侵 入 す る の を 防 止 で き 、 さ ら に 、 蓄 熱 、 蓄 冷 を 施 し た 建 物 躯 体 か ら 熱 が 流 出 す る の を 防 止
で き る の で 、 冷 暖 房 効 率 を 大 幅 に 高 め る こ と が で き 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る
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と と も に 、 快 適 な 住 環 境 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 ３ に は 、 本 発 明 に よ る 断 熱 部 材 及 び 断 熱 工 法 の 一 実 施 の 形 態 が 示 さ れ て い て 、
図 １ は 断 熱 部 材 を 建 物 と 地 盤 と の 間 に 介 在 さ せ た 状 態 を 示 す 概 略 図 、 図 ２ は 図 １ の 断 熱 部
材 の 斜 視 図 、 図 ３ は 図 ２ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 こ の 断 熱 部 材 １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 断 熱 性 を 有 す る 材 料 か ら 形
成 さ れ る 断 熱 層 ２ と 、 断 熱 層 ２ の 表 裏 面 の 少 な く と も 一 部 に 積 層 さ れ る 熱 反 射 性 （ 赤 外 線
反 射 性 ） を 有 す る 材 料 か ら 形 成 さ れ る 反 射 層 ３ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 断 熱 層 ２ と し て は 、 例 え ば 、 ス チ レ ン 発 泡 樹 脂 、 ウ レ タ ン 発 泡 樹 脂 等 の 発 泡 樹 脂 材 等 が
挙 げ ら れ る 。 ま た 、 反 射 層 ３ と し て は 、 例 え ば 、 ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 等 の 金 属 材 等 が 挙 げ
ら れ る 。 但 し 、 こ れ ら に 限 ら ず 、 断 熱 性 を 有 す る 材 料 、 熱 反 射 性 を 有 す る 材 料 で あ れ ば よ
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 反 射 層 ３ は 、 シ ー ト 状 の 断 熱 層 ２ の 表 裏 面 に ア ル ミ 等 の 金 属 材 を 所 定 の 厚 み で 蒸 着 す る
こ と に よ り 、 又 は ア ル ミ 等 の 金 属 材 か ら な る 所 定 の 厚 み の シ ー ト （ 又 は フ ィ ル ム ） を 断 熱
層 ２ の 表 裏 面 に 接 着 剤 に よ り 接 合 す る こ と に よ り 、 断 熱 層 ２ の 表 裏 面 に 所 定 の 厚 み で 積 層
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 断 熱 部 材 １ は 、 地 盤 １ ５ の う ち の 建 物 １ ０ が 建 設 さ れ る 部 分 （ 以 下 、 「 建 設 地 盤 １ ６ 」
と い う 。 ） の 上 部 に 敷 設 さ れ る シ ー ト 状 の 第 １ 断 熱 部 ４ と 、 第 １ 断 熱 部 ４ の 周 縁 部 か ら 下
方 に 垂 下 す る シ ー ト 状 の 第 ２ 断 熱 部 ５ と か ら な り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 断 熱 部 ４ が 建
設 地 盤 １ ６ の 上 部 に 敷 設 さ れ 、 第 ２ 断 熱 部 ５ に よ っ て 建 設 地 盤 １ ６ の 周 囲 が 囲 ま れ る 。 な
お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 断 熱 部 ５ の 断 熱 層 ２ の 表 裏 面 の み
に 反 射 層 ３ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 断 熱 部 ４ は 、 建 物 １ ０ の 底 面 以 上 の 面 積 を 有 し て い れ ば よ く 、 第 １ 断 熱 部 ４ の 上 部
に 建 物 １ ０ を 建 設 し た 場 合 に 、 第 １ 断 熱 部 ４ の 周 縁 部 が 建 物 １ ０ の 外 周 と 一 致 す る か 、 建
物 １ ０ の 外 周 よ り も 外 方 に 位 置 す る よ う に 面 積 を 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ 断 熱 部 ５ は 、 建 物 １ ０ を 建 設 す る 地 域 の 条 令 で 定 め ら れ る 凍 結 深 度 を 基 に し て 寸 法
が 設 定 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 断 熱 部 ４ を 建 設 地 盤 １ ６ の 上 部 に 敷 設 し 、 こ の 状 態 で 第
２ 断 熱 部 ５ の 先 端 が 地 盤 １ ５ の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 達 す る よ う に 、 第 ２ 断 熱 部 ５
の 寸 法 が 設 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 凍 結 深 度 と は 、 冬 季 に 凍 結 す る 地 盤 の 深 度 で あ り 、 通
常 、 地 域 の 条 令 で は 、 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 に 建 物 の 基 礎 を 設 け る こ と が 定 め ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に 第 ２ 断 熱 部 ５ の 先 端 を 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 到 達 さ せ る こ と
に よ り 、 建 設 地 盤 １ ６ の 周 囲 を 第 ２ 断 熱 部 ５ に よ っ て 囲 む こ と が で き 、 建 設 地 盤 １ ６ と 第
２ 断 熱 部 ５ の 外 側 に 位 置 す る 凍 結 深 度 内 の 地 盤 １ ５ （ 以 下 、 「 非 建 設 地 盤 １ ７ 」 と い う 。
） と の 間 を 分 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 断 熱 工 法 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ の 断 熱 工 法 は 、 前 述 し た 断 熱 部 材 １ を 用 い て 行 う 断 熱 工 法 で あ っ て 、 こ の 断 熱 工 法 に
よ り 建 物 １ ０ と 地 盤 １ ５ と 間 に 断 熱 部 材 １ が 介 装 さ れ 、 こ の 断 熱 部 材 １ に よ っ て 建 物 １ ０
と 地 盤 １ ５ と の 間 が 断 熱 さ れ る と と も に 、 建 設 地 盤 １ ６ の 温 度 が 地 盤 １ ５ の 凍 結 深 度 よ り
も 深 い 部 分 の 温 度 と 略 同 一 に 保 た れ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 建 物 １ ０ が 建 設 さ れ る 地 盤 １ ５ の 部 分 に 必 要 に 応 じ て 硬 化 材 等 を 混
入 さ せ て 土 壌 改 良 を 行 い 、 こ の 土 壌 改 良 し た 部 分 を 建 設 地 盤 １ ６ と し 、 こ の 建 設 地 盤 １ ６
の 上 部 に 前 述 し た 断 熱 部 材 １ を 配 置 し 、 断 熱 部 材 １ の 第 １ 断 熱 部 ４ を 建 設 地 盤 １ ６ の 上 部
に 敷 設 し 、 第 ２ 断 熱 部 ５ を 下 方 へ 垂 下 さ せ て そ の 先 端 を 地 盤 １ ５ の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位
置 ま で 到 達 さ せ 、 第 ２ 断 熱 部 ５ に よ っ て 建 設 地 盤 １ ６ の 周 囲 を 囲 む 。 こ の よ う に し て 、 第
１ 断 熱 部 ４ が 建 物 １ ０ と 建 設 地 盤 １ ６ と の 間 に 介 装 さ れ る と と も に 、 建 設 地 盤 １ ６ と そ の
外 側 の 非 建 設 地 盤 １ ７ と の 間 が 第 ２ 断 熱 部 ５ を 介 し て 分 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 断 熱 部 材 １ を 敷 設 し た 後 に 、 第 １ 断 熱 部 ４ の 上 部 に 布 基 礎 、 べ た 基 礎 等 の 基 礎
１ １ を 構 築 し 、 そ の 基 礎 １ １ の 上 部 に 建 物 本 体 １ ２ を 構 築 す る 。 こ の よ う に し て 、 建 設 地
盤 １ ６ の 上 部 に 建 物 １ ０ が 建 設 さ れ 、 建 物 １ ０ と 建 設 地 盤 １ ６ と の 間 が 断 熱 部 材 １ の 第 １
断 熱 部 に よ っ て 断 熱 さ れ 、 建 設 地 盤 １ ６ が そ の 外 側 の 非 建 設 地 盤 １ ７ か ら 第 ２ 断 熱 部 ５ を
介 し て 分 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た 本 実 施 の 形 態 に よ る 断 熱 部 材 １ 及 び 断 熱 工 法 に あ っ て は 、 第 １ 断
熱 部 ４ に よ っ て 建 物 １ ０ と 建 設 地 盤 １ ６ と の 間 を 断 熱 す る こ と が で き 、 第 ２ 断 熱 部 ５ に よ
っ て 建 設 地 盤 １ ６ と 非 建 設 地 盤 １ ７ と の 間 を 断 熱 す る こ と が で き 、 建 設 地 盤 １ ６ を 凍 結 深
度 よ り も 深 い 位 置 の 地 盤 １ ５ の 温 度 と 略 同 一 温 度 に 保 つ こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 ２ 断 熱
部 ５ の 表 面 の 反 射 層 ３ に よ っ て 地 表 か ら の 熱 を 反 射 さ せ て 、 そ の 熱 が 建 設 地 盤 １ ６ 側 に 伝
達 す る の を 防 止 で き る と と も に 、 裏 面 の 反 射 層 ３ に よ っ て 建 設 地 盤 １ ６ 側 か ら の 熱 を 反 射
さ せ て 、 そ の 熱 が 非 建 設 地 盤 １ ７ 側 に 伝 達 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 っ て 、 冬 季 に は 、 凍 結 し た 地 盤 １ ５ か ら の 低 温 の 熱 が 第 ２ 断 熱 部 ５ の 内 側 の 建 設 地 盤
１ ６ に 侵 入 す る の を 防 止 で き 、 夏 季 に は 、 灼 熱 し た 地 盤 １ ５ か ら の 高 温 の 熱 が 第 ２ 断 熱 部
５ の 内 側 の 建 設 地 盤 １ ６ に 侵 入 す る の を 防 止 で き 、 さ ら に 、 蓄 熱 、 蓄 冷 を 施 し た 建 物 １ ０
の 躯 体 の 熱 が 非 建 設 地 盤 １ ７ 側 に 流 出 す る の を 防 止 で き る 。 こ の 結 果 、 冷 暖 房 効 率 を 大 幅
に 高 め る こ と が で き 、 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 快 適 な 住 環 境 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 冬 季 の 地 盤 １ ５ の 凍 結 に よ っ て 建 物 １ ０ が 不 同 沈 下 す る の を 防 止 す る た め に 、
地 盤 １ ５ の 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 に 建 物 １ ０ の 基 礎 １ １ を 構 築 す る 必 要 が な い の で 、 建
物 １ ０ を 建 設 す る 場 合 に 、 地 盤 １ ５ を 凍 結 深 度 よ り も 深 い 位 置 ま で 掘 り 起 こ す 必 要 は な く
、 残 土 処 理 に 要 す る 手 間 と 費 用 を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 建 物 １ ０ と 建 設
地 盤 １ ６ と の 間 に 断 熱 部 材 １ を 介 装 さ せ る だ け で よ い の で 、 断 熱 に 要 す る 手 間 と 時 間 を 削
減 す る こ と が で き 、 費 用 を 削 減 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 建 物 １ ０ と 建 設 地 盤 １ ６ と の
間 を 完 全 に 断 熱 す る こ と が で き る の で 、 地 盤 １ ５ か ら の 湿 気 が 建 物 １ ０ に 及 ん で 建 物 １ ０
の 耐 久 性 が 低 下 し た り 、 結 露 の 発 生 に よ っ て カ ビ が 発 生 す る よ う な こ と が な く 、 快 適 な 住
環 境 を 長 期 に 亘 っ て 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 前 記 の 説 明 に お い て は 、 第 ２ 断 熱 部 ５ の 表 裏 面 の み に 反 射 層 ３ を 設 け た が 、 第 １
断 熱 部 ４ の 表 裏 面 に も 反 射 層 ３ を 設 け て も よ い も の で あ り 、 そ の 場 合 に も 同 様 の 作 用 効 果
を 奏 す る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 断 熱 部 材 及 び 断 熱 工 法 の 一 実 施 の 形 態 を 示 し た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 断 熱 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 建 物 と 地 盤 と の 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 建 物 の 基 礎 と 地 盤 と の 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 従 来 の 建 物 の 基 礎 と 地 盤 と の 関 係 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 　 断 熱 部 材
　 ２ 　 　 断 熱 層 　 　 　 　 　 　 　 ３ 　 　 反 射 層
　 ４ 　 　 第 １ 断 熱 部 　 　 　 　 　 ５ 　 　 第 ２ 断 熱 部
　 １ ０ 　 建 物 　 　 　 　 　 　 　 　 １ １ 　 基 礎
　 １ ２ 　 建 物 本 体 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 地 盤
　 １ ６ 　 建 設 地 盤 　 　 　 　 　 　 １ ７ 　 非 建 設 地 盤

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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